
　
第
七
回
奈
良
教
育
大
学
運
営
諮
問
会
議
は
、平
成
十

四
年
七
月
一
日
（
月
）
開
催
の
第
六
回
運
営
諮
問
会
議

に
引
き
続
い
て
、平
成
十
五
年
二
月
六
日（
木
）午
後
、

本
学
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
特
に
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
国
立
大
学
法

人
へ
の
移
行
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、大
学
内
で
検

討
中
の「
奈
良
教
育
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画（
案
）」

に
つ
い
て
報
告
し
、審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
会
議
に
は
、
内
田
弘
保
日
本
育
英
会
理
事
長
、
金
森

順
次
郎
国
際
高
等
研
究
所
長
、
丹
羽
雅
子
奈
良
女
子
大

学
長
、
藤
田
康
子
奈
良
県
立
北
大
和
高
等
学
校
長
、
前

原
金
一
（
株
）
住
友
生
命
総
合
研
究
所
取
締
役
社
長
、

南
浦
純
一
郎
（
財
）
奈
良
県
文
化
事

業
団
副
理
事
長
、
矢
和
多
忠
一
奈
良

県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
横
須
賀
薫

宮
城
教
育
大
学
長
の
委
員
八
名
（
一

名
欠
席
）
が
出
席
し
、
本
学
か
ら
は
、

学
長
、
副
学
長
（
総
務
担
当
）、
副
学

長
（
教
学
担
当
）、
附
属
図
書
館
長
、

事
務
局
長
ほ
か
各
種
委
員
会
委
員
長

等
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
会
議
で
は
、
学
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
事
務
局
長
か
ら
「
国
立
大
学

法
人（
仮
称
）の
仕
組
み
の
概
要
」「
国

立
大
学
の
法
人
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」

に
つ
い
て
、副
学
長（
総
務
担
当
）か

ら
「
国
立
大
学
法
人
化
へ
の
奈
良
教

育
大
学
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
」
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
学
長
、
副
学
長
（
教
学
担
当
）、
附
属
図
書

館
長
及
び
副
学
長
（
総
務
担
当
）
か
ら
、
本
日
の
議
題

で
あ
る
「
奈
良
教
育
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
（
案
）」

に
基
づ
い
て
、
教
員
養
成
単
科
大
学
と
し
て
の
本
学
の

理
念
、
教
育
目
標
、
研
究
目
標
及
び
大
学
運
営
を
中
心

に
説
明
の
後
、
活
発
な
ご
議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
各
委
員
か
ら
の
主
な
ご
意
見
・
ご
指
摘
は
次
の
と
お

り
で
す
。 

・
総
合
教
育
課
程
を
置
く
こ
と
の
理
念
が
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
。

外
か
ら
見
て
わ
か
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

・
高
等
学
校
と
大
学

と
の
連
携
に
つ
い
て

ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い

の
で
検
討
願
い
た
い
。 

・
こ
れ
だ
け
の
中
期
目

標
を
掲
げ
て
、
六
年

間
で
達
成
で
き
る
の

か
と
い
う
視
点
も
必

要
。 

・「
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
教
員

の
養
成
」
と
あ
る
が
、こ
れ
は
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
ど
う
養
成
す
る
の
か
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

・
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
特
に
「
ア
ジ
ア
」
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
欧
米
諸
国
も
含
め
て
世
界
中
を
対
象
に
さ
れ

て
は
ど
う
か
。 

・
学
校
経
営
等
の
教
育
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
の
充
実
に
向

け
て
の
取
組
み
に
期
待
し
た
い
。 

・
奈
良
の
歴
史
・
文
化
の
点
で
は
、
神
社
や
寺
院
等
と
の

連
携
も
必
要
で
は
な
い
か
。 

・
教
員
と
事
務
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
大
学
経
営
の
あ
り
方

を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。 

・
財
務
で
は
、
自
己
収
入
を
ど
う
確
保
す
る
か
に
つ
い
て
具

体
性
に
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

・
中
期
計
画
に
は
、
例
え
ば
、
教
員
就
職
率
を
か
か
げ
る
か

ど
う
か
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
数
値
目
標
を
設
定
す
る
こ

と
で
入
試
や
教
育
内
容
も
は
っ
き
り
し
て
く
る
。 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
取
組
み
を
始
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
単
位
化
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
対
応
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

小
学
校
教
員
に
も
英
会
話
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。 

・
大
学
院
在
学
中
の
現
職
教
員
に
聞
く
と
、
以
前
の
大
学

か
ら
非
常
に
変
わ
っ
た
、よ
く
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
、と
の

こ
と
だ
。さ
ら
に
改
善
が
必
要
な
点
は
生
の
声
を
生
か
し

て
改
革
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
最
後
に
学
長
よ
り
、こ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
、「
中
期

目
標
・
中
期
計
画（
案
）」に
生
か
し
な
が
ら
引
き
続
き

学
内
で
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
あ
い
さ
つ
を

も
っ
て
閉
会
と
さ
れ
ま
し
た
。次
回
の
第
八
回
運
営
諮

問
会
議
は
五
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、引
き
続
き

ご
検
討
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

※
こ
れ
ま
で
の
審
議
内
容
は
、本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

（http://w
w
w
.nara-edu.ac.jp/hom

e-jp.htm

） 

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。 
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